
T11722-01

高感度、CO2濃度計測用

浜松ホトニクス株式会社

T11722-01は、二酸化炭素 (CO2)の濃度の高精度計測用に開発したデュアルタイプのサーモパイルです。2波長 (参照光: 3.9 μm, 

CO2: 4.3 μm)を同時検出できるように、高感度2素子サーモパイルチップとバンドパスフィルタから構成されています。

2波長検知が可能 (参照光: 3.9 μm, CO2: 4.3 μm)
メタルパッケージ (TO-5)
高感度

特長 用途

CO2濃度計測

絶対最大定格

仕様 (Ta=25 °C)

項目 記号 定格値 単位
動作温度 Topr -30 ～ +85 °C
保存温度 Tstg -40 ～ +125 °C
注 ) 絶対最大定格を一瞬でも超えると、製品の品質を損なう恐れがあります。必ず絶対最大定格の範囲内で使用してください。

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位
受光面サイズ (1素子あたり) - 吸収膜サイズ - 1.2 × 1.2 - mm

感度波長範囲 λ バンドパスフィルタ、
中心波長 (半値幅) -

参照光用: 3.9 (0.09) 
CO2用: 4.3 (0.14) - μm

受光感度*1 S 1 Hz, 500 K 40 50 60 V/W
素子抵抗 Rd 100 125 150 kΩ
雑音電圧 Vn ジョンソンノイズ - 45 50 nV/Hz1/2

雑音等価電力*1 NEP - 0.9 1.3 nW/Hz1/2

比検出能力*1 D* 0.9 × 108 1.3 × 108 - cmăHz1/2/W
上昇時間 tr 0～63% - 20 30 ms
素子抵抗の温度係数 TCR - ±0.1 - %/°C
*1: フィルタなしの場合
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サーモパイル

浜松ホトニクス株式会社



サーモパイル T11722-01
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窓材の分光透過特性 (代表例)

動作回路
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サーモパイル T11722-01
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外形寸法図 (単位: mm)
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サーモパイル T11722-01

Cat. No. KIRD1120J02  Oct. 2013 DN

本資料の記載内容は、平成25年10月現在のものです。

使用上の注意

本製品に使用しているバンドパスフィルタには、波長10 μm以上で2次透過があります。2次透過の影響がある場合は、受光窓の前に

長波長カット用にサファイアガラスなどを設置してください。
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関連情報

www.hamamatsu.com/sp/ssd/doc_ja.html

 注意事項

・ 注意事項とお願い

・ メタル・セラミック・プラスチックパッケージ製品／使用上の注意

http://www.hamamatsu.com/sp/ssd/doc_ja.html

